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上益城地区保護司会啓発パレード

犯罪や非行を防ぐ地域のチカラ

熊本健康おじゃめ大会

おじゃめブーム到来の予感

はいでん へいでん

熊野座神社で落成式

神の社を150年ぶりに建替え

　7月30日、田代地区の熊野座神社で拝殿と幣殿の建
て替えを祝う落成式が行われました。同神社は、文久元
年（1861）4月に建築。これまで屋根の改修や本殿の修
復工事などを行い、地域と共に歴史を刻んできました。
しかし近年、老朽化が著しかったため建て替えを決意
しました。構造は、木造平屋建て、延べ床面積約50平方
㍍。建築費には、氏子積み立てや約110人の一般寄附が
充てられています。住永一代表（田代）は、「立派な神社
ができました。地域で大事に100年も200年も利用して
いければ」と話していました。

上野保育園親子交流会

くまモン隊がやってきた

　上野保育園（小田芳子園長、38人）で7月22日、親子交
流誕生会が行われ、県のPRキャラクター「くまモン」
が御祝いに駆けつけました。これは来年3月の九州新
幹線開通に向けてくまモン隊が県内各地でイベントに
参加しているもので、園側が誕生会にあわせて依頼し
実現したもの。テーマソングに合わせ、くまモンと一
緒に体操をしたり、「サプライズクイズ」を楽しんだ園
児たち。その後は親子でくまモンイラストの入ったエ
コバッグ作りにも挑戦。ふるさと熊本の良さを再発見
できた楽しい時間が過ごせたようです。

　熊本健康おじゃめ大会（熊本おじゃめの会主催）が7
月24日、カルチャーセンターで開催され、個人戦や団体
戦でおじゃめの技術を競いました。この大会は、お
じゃめを通した健康づくりを目的として、今年で15回
目。県大会が熊本市以外での開催は大会初。競技は、
おじゃめを片手や両手で2～4個回すほか、二人一組
のペアで交互におじゃめを回し、落下するまでの時間
を競います。参加した小学生から高齢者までの約150人
は、巧みな手さばきでおじゃめを体の一部のように
操っていました。また、おじゃめの会御船支部（増田み
ち子支部長）もスタッフとして参加し、大会の運営をサ
ポートしていました。今大会は、来年10月16日に御船
町で開催される、ねんりんピック「健康おじゃめ大会」
に向けて大きな弾みとなったようです。

　「明るい社会づくり運動」が7月6日、上益城地区保
護司会御船分会（浦田博会長）と御船地区更生保護女性
会（金澤順子会長）の会員37人が御船警察署管内（御船、
甲佐、嘉島、益城）で啓発パレードを行い、明るい社会づ
くりを呼びかけました。これは、犯罪や非行の防止、罪
を犯した人の更生への理解、犯罪や非行のない明るい
社会を築こうとする全国的な運動で、今年で60回目。
管内4町の役場を訪問して、千葉景子法務大臣と蒲島
郁夫熊本県知事からのメッセージを各町長に手渡した
後、車に分乗して各地を巡回しました。さらに7月20
日、御船町保護司会（眞淵正信会長）と御船地区更生保
護女性会の会員13人が、御船町内全域を車で巡回して
啓発パレードを実施。町内の各スーパー前で街頭啓発
を行いました。

くまモンと一緒に記念撮影

150年ぶりに建築された熊野座神社の落成式に出席した関係者

難易度が最も高い両手4個で並みいる年配者を抑え3位に輝いた田中紗也
香さん（中央）。「おじゃめは小学3年の時に学童で教えてもらったことが
きっかけ。大会で多くの人とふれあいができた」と話していた

7月6日に御船町役場を訪問して玄関前で行われた啓発パレード
（上益城地区保護司会御船分会提供）

本山浩二氏に法務大臣表彰

身近な人権相談役に感謝状

　このほど、本山浩二氏（滝川）に千葉景子法務大臣
から感謝状が贈られました。本山氏は、平成13年5月に
地域からの厚い信頼と広い見識が認められ、法務大臣
から人権擁護委員に任命されました。以降、上益城郡
5町で組織される御船人権擁護員協議会に所属。熊本
地方法務局御船支局（7月20日付け熊本市へ統合移転）
を拠点に地域の人権を守るため、相談や啓発、救済な
どの活動にあたり、3期9年の長きにわたり尽力され
ました。本山氏は「人権擁護委員として得た知識を今
後の社会福祉で貢献したい」と話していました。

小坂小4年生が水の学習

おいしい御船の水を学ぶ

　小坂小学校（三浦克洋校長、172人）4年児童23人が7
月7日、町が管理する水道施設・第3水源地（滝川）で
水の学習を行いました。同施設は、阿蘇から豊富に流
れ出る地下水をくみ上げ瓜山配水地に送る機械を備
え、平成13年に稼動。日当たり400万㍑を取水し平坦地
域約1,500世帯に水を供給しています。児童たちは、電
気計装設備や送水ポンプ、取水ポンプなどを順次見学。
その後、設けられた質問タイムでは「御船町で水の年間
使用料は？」「だれが（第3水源地の）名前をつけた
の？」などを町職員に尋ねていました。

7月13日に役場応接室で行われた伝達式で表彰状を受けとる
本山浩二氏（右）

貯水タンクに蓄えられている約2,000㌧の水を見学する児童


